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陰

陽

寮

成

立

以

前回

村

同

澄

四三二一

は

し

が

観
勅
と
蘇
我
氏

僧
長
と
智
明
天
皇

皇
極
天
皇
紀
の
検
討

災
呉
と
祥
瑞

結

語

ミミ

は

し

が

き

大
宝
職
員
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
寮
の
構
成
は
、
事
務
官
と
し
て
頭
ご
名
）

ろ
己
〈

一
名
）
の
四
等
官
が
置
か
れ
、
ま
た
技
官
に
は
陰
陽
師
（
六
名
）
・
漏
魁
博
士
（
二
名
）
、
技
宮
球
教
官
に
は
陰
陽
博
士
（
一
名
）
・
暦
博
士
（
一

－
助
（
一
名
）

・
允
（
一
名
）
お
よ
び
大
属
・
小
属
（
各

名

－
天
文
博
士
（
一
名
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
陰
陽
生
・
麿
生
・
天
文
生
（
各
十
名
）
を
教
え
て
居
り
、

ほ
か
に
守
辰
丁
（
二
十
名
）

・
使
部

・
直
丁
（
二
名
）
が
あ
り
、
百
名
ち
か
い
人
員
を
擁
し
て
い
た
。
ま
た
大
宰
府
に
は
、
と
く
に
陰
陽
師
（
一
名
）
が
置
か
れ
た

（
二
十
名
）

（
臨
一
則
的
）
。

わ
が
陰
陽
寮
の
制
度
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
唐
制
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
は
や
く
斉
藤
励
民
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
日
こ
の
両
者

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）



陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
〉

四

に
は
注
目
す
べ
き
差
異
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
唐
制
に
お
い
て
、
暦
・
天
文
・
漏
刻
を
司
る
太
史
局
が
秘
書
省
の
被
官
と
し
て
、
ま
た
占
ト
・

方
術
を
司
る
太
ト
署
が
太
常
寺
の
被
官
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
別
箇
の
統
属
系
統
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

大
宝
令
の
制
度
に
お
い
て

は
、
右
の
両
者
を
陰
陽
寮
に
合
併
し
、
中
務
省
の
被
官
と
し
て
い
る
。
し
か
も
官
司
名
に
独
自
の
「
陰
陽
」
を
冠
し
た
の
は
、
暦
数
・
天
文
な

ど
の
自
然
科
学
の
部
門
よ
り
も
、
占
ト
・
方
術
の
実
用
面
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。

陰
陽
師
の
職
掌
は
、

「
掌
一
一
占
箆
相
一
レ
地
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ト
盤
に
よ
っ
て
禍
究
を
予
知
す
る
に
あ
っ
た
。

し
か
し
禍
史
の

予
知
も
、
律
令
国
家
の
要
請
に
応
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
個
人
的
私
的
要
求
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
平
安
朝
初
期
に
は
、
大
宰
府
の

ほ
か
、
出
羽
・
陸
奥
・
武
蔵
・
下
総
・
常
陸
に
も
陰
陽
師
が
設
置
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
陰
陽
師
の
設
置
を
求
め
た
出
羽
の
国
解
に
、

「
辺
要

の
事
、
予
に
備
ふ
る
を
本
と
為
し
、
不
虞
の
儲
、
機
を
知
る
を
先
と
為
す
、
：
：
：
仮
令
、
圏
内
に
佐
異
な
き
に
非
ず
と
も
、
吉
凶
を
占
候
す
る

に
酋
て
其
の
人
な
し
、
望
請
す
ら
く
、
永
く
史
生
の
員
を
減
じ
、
殊
に
陰
陽
師
を
置
か
れ
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
と
く
に
辺
境
に

お
い
て
、
陰
陽
師
の
実
用
的
占
候
を
必
要
と
し
た
事
情
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
中
期
以
降
、
律
令
制
の
実
質
的
崩
壊
に
よ
り
、

「
官
人
」
の
身
分
を
離
れ
た
陰
陽
師
た
ち
は
、
貴
族
と
私
的
隷
従
関
係
を
結
ぶ
と

共
に
、
単
に
吉
凶
予
見
の
ト
盤
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
実
害
を
擢
う
た
め
の
祭
放
を
執
り
行
う
よ
う
に
な
る
。

「
天
文
博
士
」
の
安
倍
晴
明
に

般
庶
民
の
聞
に
も
、

つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
説
話
が
語
る
よ
う
に
、
か
れ
も
貴
族
個
人
の
要
求
に
応
じ
て
招
福
接
災
を
祈
る
呪
術
者
に
転
佑
し
て
い
た
。
他
方
、

「
お
ん
み
よ
う
師
」
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
陰
陽
道
は
、
民
閣
の
兄
術
・
迷
信
に
な
る
以
前
に
、
律
令
国
家
の
要
請
に
応
ず
る
究
術
・
学
問
・
技
術
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
段

階
に
お
い
て
、

陰
陽
道
は
、
律
令
国
家
の
独
占
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

づ
し
ょ

た
。
当
然
、
陰
陽
道
の
図
書
は
、
厳
重
な
禁
書
の
取
り
扱
い
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、

陰
陽
寮
の
官
人
以
外
の
者
の
学
習
伝
授
を
拒
ん
で
い

陰
陽
道
の
伝
来
以
降
、
約
半
世
紀
あ
ま
り
経
過
し
て
、
陰
陽
寮
の
成
立
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
陰
陽
道
の
普
及
発



展
と
見
な
す
よ
り
も
、
ひ
し
ろ
律
令
国
家
権
力
に
よ
る
陰
陽
道
の
独
占
掌
握
、
な
い
し
そ
の
制
度
的
完
成
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以
下
、
こ

の
点
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
、
高
評
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

③②①註

斎
藤
励
『
王
朝
時
代
の
除
陽
道
』
。
な
お
本
稿
は
斎
藤
氏
の
こ
の
名
著
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

『
類
家
三
代
格
と
嘉
祥
凶
年
二
月
二
十
一
日
官
符
。

掘
一
郎
寸
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
』
第
九
編
第
三
章
「
陰
陽
師
と
陪
門
師
」

観

勃

と

醇

我

氏

『
書
紀
』
の
継
体
天
皇
七
年
（
五
二
ニ
）
七
月
条
に
、
百
済
か
ら
五
経
博
士
段
楊
爾
が
貢
上
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。

「
五
経
博
士
」
の
入
朝

・
に
つ
い
て
の
初
見
で
あ
る
が
、
ゴ
一
年
後
の
継
体
十
年
九
月
に
は
、
五
経
博
士
漢
の
高
安
茂
を
貢
上
し
て
、
前
の
段
楊
繭
に
代
え
た
。

「
五
経
博

士
」
は
、

『
易
経
』
『
詩
経
』
『
書
経
』
『
春
秋
』

『
礼
記
』
の
五
経
の
全
部
ま
た
は
そ
の
一
部
に
精
通
し
て
い
る
学
者
を
意
味
す
る
が
、
と

に
か
く
中
国
古
典
の
教
授
者
の
交
番
常
在
制
が
、
六
世
紀
は
じ
め
頃
の
わ
が
宮
廷
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
欽
明
天
皇
十
四
年
（
五

五
三
）
六
月
に
、
百
済
に
使
者
を
遣
わ
し
、

「
易
博
士
」

「
暦
博
士
」
ら
の
交
代
上
番
を
促
す
と
と
も
に
、

「
ト
書
」

「
暦
本
」
の
送
付
を
求

め
た
が
、
翌
十
五
年
二
月
に
、
百
済
は
、
五
経
博
士
王
柳
貴
を
送
っ
て
固
徳
馬
丁
安
に
代
え
、
ま
た
別
に
、
易
博
士
施
徳
王
道
良
、
暦
博
士
固

徳
王
保
孫
ら
を
貢
上
し
た
。

右
の
よ
う
に
、

「
五
経
博
士
」
は
継
体
天
皇
の
頃
に
、
さ
ら
に
専
門
的
な
易
博
士
・
暦
博
士
は
欽
明
天
皇
の
頃
に
百
済
か
ら
貢
上
さ
れ
、
宮

廷
に
上
番
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
従
っ
て
陰
陽
道
も
、
こ
れ
ら
の
博
士
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
か
れ
ら

が
交
番
常
在
し
た
日
本
側
の
官
司
制
、
た
と
え
ば
後
の
陰
陽
寮
に
相
当
す
る
も
の
が
、
こ
の
と
き
あ
っ
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
博
士
た
ち
の
頻
繁
な
交
代
に
よ
り
、

そ
の
学
聞
が
日
本
に
根
を
下
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

二
五
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一一六

天
文
・
暦
数
・
ト
占
を
含
む
陰
陽
五
行
説
、
お
よ
び
そ
れ
に
天
人
感
応
説
が
結
び
つ
い
た
繊
緯
説
の
影
響
を
明
白
に
示
す
の
は
、

『
書
紀
』

推
古
天
皇
条
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
神
武
紀
元
の
算
定
基
準
が
、
辛
酉
年
で
あ
る
推
古
天
皇
九
年
（
六
O
一
）
に
置
か
れ
た
と
す
る
の
は
、
那

珂
通
世
博
士
以
来
の
通
説
で
あ
る
が
、
聖
徳
太
子
の
制
定
に
な
る
冠
位
十
二
階
の
徳
仁
礼
信
義
智
の
徳
目
の
順
序
が
、
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く

こ
と
、
同
じ
く
太
子
肇
作
の
憲
法
の
条
数
の
十
七
が
、
陰
・
陽
の
極
を
現
わ
す
八
・
九
の
合
数
に
象
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
発
布
の
年
も
甲

子
に
当
た
る
推
古
天
皇
十
二
年
（
六
O
四
）
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
も
、
陰
陽
思
想
の
影
響
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

思
う
に
推
古
天
皇
十
年
十
月
に
来
朝
し
た
百
済
僧
観
勤
に
よ
り
、

「
暦
本
」
「
天
文
・
地
理
書
」
「
遁
甲
方
術
之
書
」
が
斉
さ
れ
た
こ
と
は
、

乙
の
種
の
陰
陽
思
想
｜
｜
以
下
、
便
宜
上
「
陰
陽
道
」
と
昭
ぷ
｜
｜
の
伝
播
浸
透
に
、
画
期
的
な
役
割
を
果
た
す
結
果
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

選
ば
れ
た
「
書
生
」
た
ち
は
、
直
接
、
観
勅
に
つ
い
て
暦
法
・
天
文
・
遁
甲
・
方
術
な
ど
を
教
わ
り
、

「
み
な
学
び
て
以
て
業
を
成
す
」
と
い

わ
れ
た
。

前
代
以
来
の
五
経
博
士
た
ち
は
、
陰
陽
道
を
、
宮
廷
の
外
に
弘
め
る
こ
と
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
か
れ
ら
の
任
務

は
、
交
代
上
番
す
る
宮
廷
内
部
の
こ
と
に
限
定
せ
ら
れ
て
居
り
、
従
っ
て
、
宮
廷
外
の
族
長
た
ち
と
の
接
触
は
、
期
待
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
観
勤
は
宮
廷
に
止
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
蘇
我
氏
の
法
興
寺
に
住
し
、
法
興
寺
を
介
し
て
、
僧
俗
の
多

く
と
接
触
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
陰
陽
道
は
、
百
済
僧
観
勤
の
来
朝
を
契
機
と
し
て
、
社
会
性
を
帯
ぴ
て
来
る
の
で
あ
る
。

『
書
紀
』
の
記
事
に
繊
緯
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
は
、
推
古
天
皇
条
か
ら
で
あ
る
が
、
ま
た
天
変
災
異
の
記
事
が
現
わ
れ
る
の
も
、
推
古

天
皇
条
か
ら
で
あ
る
。

欽
明
天
皇
紀
以
後
の
災
異
の
記
載
に
つ
い
て
み
る
と
、
欽
明
天
皇
廿
八
年
（
五
六
七
）
に
、
大
水
・
飢
餓
の
記
事
が
あ
る
ほ
か
は
、
敏
達
・

用
明
・
崇
峻
紀
ぞ
通
し
て
、
災
異
の
記
述
は
な
い
（
た
だ
し
欽
明
十
三
年
紀
お
よ
び
敏
達
十
四
年
紀
の
疫
疾
流
行
は
、
破
仏
に
関
係
が
あ
る
。

別
掲
、

「
災
異
祥
瑞
一
覧
」
参
照
）
。



災異祥瑞 覧 （自欽明天皇紀至天武天皇紀）

盃 F二誌｜議｜長仲岡飢｜吋明日4月半｜雲｜雷1虹何時災悼｜蹴叶 備 考

継 体 7 513 （百済、五経博士段楊爾を貢上）

II 10 516 （百済、五経博士漢高安茂を貢上し、段楊爾に代らしむ）

欽 IO I IO I （仏像を難波の堀江に棄つ）
II 14 553 （百済l乙勅し易博士、暦博士等の交代上容を促し、またト書暦本の貢上を命ず）

II 15 554 を（百買済上、す五）経博士王柳貴を貢上し、固徳馬丁安に代らしめ、 また易博士、暦博士等

／／ 28 567 。 。
敏 達 14 585 。 。 。雲無くして雨ふる（寺を焼き仏像を製つ）

推 古 7 599 
n 

／／ 9 601 。
／／ （百済僧観勤来朝、暦本・天文地理書・遁甲方術書を献ず）

II 24 616 。 。正月桃李実る

II 25 617 。 。 口出雲l乙大瓜あり

,II 27 619 。 口近江の河に人の形をなせる物あり ロ摂津の海に人魚あり

II 623 C 。 。
／／ 34 626 。 。。 。正月桃李花さくロ三月霜ふる。六月雪ふる

II 35 627 。 。犯人にイじして歌をよむ。蝿密集して信濃坂を越ゆ

II 36 628 。。。。 。
。四月看ふる

管 明 （僧長唐より帰朝）

／／ 6 634 。
II 7 635 。 。ロー茎二花の蓮庄ず
II 8 636 。。 。 。 。 。 。飛鳥岡本宮災

II 9 637 。 。
II 10 638 。。 。

ロ九月桃李花さく

II 11 639 。 。 。
II 12 640 。
皇 極 1 642 。 。。 。 。 。 。。十蒋一胸月高十陀二議月ろ暖き乙と春のととし o熟稲始見。白雀を蘇
／／ 2 643 。 。 。 。 。。 。茨田池の水晃し。難波百済客舘堂等災

II 3 644 。 。
。長大な百合の花生ず。一茎二革の蓮花生ず

II 4 645 。
。猿の声を聞く

孝徳大イじ 1 II 。 。鼠難波l亡向う o越の海の浮木東l亡向って去る

／／ 2 646 。
。越の鼠東に向う

II 3 1 647 。 。皇太子宮災

臼 姑 1 650 。
。臼維を献ず

／／ 3 ! 652 。
II 5 654 。 口鼠倭者IIに向って遷る

斉 明 1 655 。 ロ飛鳥坂蓋宮災

II 2 656 。 。飛鳥岡本宮災

／／ 3 657 。
。白狐見ゆ

／／ 4 658 。
。出雲の海浜i乙て魚多く死す

／／ 5 I 659 。 ロ狐葛の末を噛む o狗死人の管を社i己運ぷ

II 6 660 。 。蝿群集して巨坂を越ゆ

／／ 7 661 。。 。鬼火見ゆ o朝倉山陀鬼あり． 。病死者多し

天 智 1 662 。 。鼠馬の尾花産す

II 3 664 。 。 。 。稲自生し致富者あり

II ら 666 。 。
。鼠近江に向う

II 6 667 。 。。失火多し 。白鴎を献ず
／／ 8 669 。 。 。斑鳩寺災

／／ 9 670 。 。 。法隆寺災

II 10 671 。＠ 口近江宮災。八足車生る o四足鶏子ありロ八鼎鳴る

天 正日 1 673 。
／／ 2 674 。。白婚を献ず
II 4 676 。 。 ＠ 。瑞難を献ず o 白鷹を献ず。白鶏を献ず

／／ 5 677 。 。。 。 。。瑞難を献ず
ノソ 6 678 。 。 。。赤鳥を献ず
II 7 679 。 。 。。瑞称を献ず o甘露ふる
／／ 8 680 。 。 ＠ 口六月氷ふる口嘉禾を献ず o芝草を献ず口瑞稲を献ず

（ 

¥_,I 。 。U 灰正月ふ桃る李実。嘉る禾oを鹿献．角ずを口献語ず不o鳥西白Z北E烏i亡渡を献るず0 0朱橘雀寺現尼る房災II 9 681 10 。 。。 。 。。 。
II 10 682 。 。 ＠ ＠ 。朱雀見ゆ o 白茅鶏を献ず。赤亀を献ず

／／ 11 683 。 。 。 。 。。＠ 。D。七コ月日霜手伝ふあるり o口火数色百のの物鶴空現にる浮ぷ o 白気東山に見ゆ
／／ 12 684 。。 0 。三足雀を献ず

／／ 13 685 ｜（＠ 。 。 。。鼓の如き鳴声聞ゅ。四足難あり o十二角積あり
／／ 14 686 。 。＠ 。 。。白 信名濃張厨に灰司災ふり。草民木部枯省るおoよ牟び婁忍壁湯皇出子でず宮災o難口赤波大雑蔵を献省災ず

coは1回、 0は二回を示す、以下同む）



と
こ
ろ
が
推
古
天
皇
紀
に
よ
る
と
、
七
年
四
月
の
「
地
動
、
舎
屋
悉
破
」
、
九
年
五
月
の
つ
大
雨
、
河
水
漂
蕩
、
満
一
一
子
宮
庭
こ
、
廿
四
年

正
月
の
「
桃
李
実
之
」
、
舟
一
年
の
「
自
レ
春
至
レ
秋
、

霧
雨
大
水
、

五
穀
不
レ
登
」
と
い
う
よ
う
に
、
災
異
の
記
事
が
俄
か
に
、
そ
し
て
多
く

現
わ
れ
て
来
る
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
新
四
年
と
品
川
六
年
の
条
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
肝
四
年
条
で
は
、
ま
ず
正
用
に
季
節
は
ず
れ
の
桃

李
の
花
が
咲
い
た
が
、
三
月
は
寒
く
て
霜
が
降
っ
て
い
る
。
六
月
に
ち
雪
を
見
た
。

市
と
り

い
に
飢
ぅ
、
老
者
は
草
の
根
を
撒
ひ
、
道
の
垂
に
死
ぬ
。
幼
者
は
乳
を
含
み
て
、
母
子
と
も
に
死
ぬ
、
ま
た
強
縦
縞
盗
な
ら
び
に
大
い
に
起
り

「
こ
の
歳
、
三
月
よ
り
七
月
に
至
り
諜
雨
ふ
る
、
天
下
大

て
止
む
べ
か
ら
ず
」
。
し
か
も
、
災
異
が
集
中
し
て
い
る
こ
の
年
の
五
月
に
、
大
臣
蘇
我
馬
子
が
死
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
他
方
、
同
州
六
年
条
を
見
る
と
、

月
に
日
蝕
が
あ
り
、

四
月
に
は
、
桃
の
突
の
よ
う
に
大
き
な
者
が
降
っ
た
。
「
春
よ
り
夏

に
至
る
ま
で
阜
す
」
ο

そ
し
て
、
「
比
年
、
五
穀
み
の
ら
ず
、
百
姓
大
い
に
飢
ゆ
」
と
い
わ
れ
た
が
、
こ
の
年
の
三
月
に
、
七
十
三
才
の
推
古
天

皇
が
死
去
し
た
。

「
観
ニ
乎
天
文
－
、
以
察
一
一
時
襲
こ
と
3
れ
る
よ
う
に
、
天
変
が
、
時
の
変
動
を
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
推
古
天
皇
条
に
、
始
め
て
、
そ
し
て

集
中
的
に
現
わ
れ
る
災
異
の
記
事
は
、
天
の
警
告
・
諭
告
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
日
蝕
は
、
月
蝕
と
異
な
り
、
為
政
者
の
悪
政
に
対

す
る
天
の
誠
め
で
あ
っ
た
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
推
古
品
川
四
年
の
「
大
臣
」
蘇
我
馬
子
の
死
を
頂
点
と
す
る
災
異
（
の
頻
発
と
そ
の
記
事
）

と
、
同
舟
六
年
の
推
古
天
皇

の
死
を
頂
点
と
す
る
天
変
災
異
（
の
頻
発
と
そ
の
記
事
）
は
、
大
臣
蘇
我
馬
子
と
推
古
天
皇
と
の
、
政
治
的
対
立
を
物
語
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
天
変
災
異
が
、
単
な
る
自
然
現
象
で
な
く
、
思
政
に
対
す
る
天
の
批
判
・
啓
示
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
が
、
陰
陽
道
で
あ
る
。

い
う
ま
で

も
な
く
、
古
代
の
占
星
術
は
、
天
文
と
政
治
と
道
徳
と
の
不
可
分
の
混
治
で
あ
っ
た
。

蘇
我
馬
子
と
推
古
天
皇
と
の
政
治
的
対
立
に
つ
い
て
、
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、
「
大
連
」
物
部
民
を
打
倒
し
、

唯
一
最
強
の
古

代
家
族
と
な
っ
た
蘇
我
氏
と
、
あ
く
ま
で
王
権
強
佑
を
志
向
す
る
推
古
天
皇
と
の
相
魁
は
、
た
と
え
ば
仏
法
興
隆
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
葛
藤
と

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

二
七



陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

も
な
り
、
ま
た
そ
こ
に
聖
徳
太
子
の
深
い
苦
悩
の
理
由
が
あ
っ
た
。

j¥ 

と
こ
ろ
で
、
推
古
天
皇
紀
の
天
変
災
異
が
、
蘇
我
馬
子
と
推
古
天
皇
と
の
政
治
的
相
魁
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
か
か
る
天
変

災
異
を
介
す
る
政
治
批
判
が
、
両
者
の
側
か
ら
、
相
互
に
提
起
さ
れ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。

思
う
に
、
推
古
天
皇
と
天
変
災
異
ぞ
結
び
つ
け
、
推
古
天
皇
を
批
判
し
た
の
は
、
か
の
観
勅
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
蘇
我
馬
子
と
災
異
を

結
び
つ
け
、
蘇
我
馬
子
を
批
判
し
た
の
は
、
推
古
天
皇
側
の
陰
陽
道
関
係
者
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

聖
徳
太
子
の
死
去
の
翌
々
年
、
す
な
わ
ち
推
古
天
皇
品
川
二
年
（
六
二
四
）
四
月
に
、

一
僧
の
悪
行
を
口
実
に
、
諾
寺
の
僧
尼
を
罰
し
よ
う
と

し
た
推
古
天
皇
の
強
圧
策
に
反
対
し
、
僧
尼
を
か
ば
い
、
所
罰
の
不
当
を
主
張
し
た
の
は
、
こ
の
観
勤
で
あ
っ
た
。
し
か
し
推
古
天
皇
に
よ
る

仏
教
統
制
の
強
行
は
、
僧
正
・
僧
都
ら
の
僧
官
設
置
を
導
く
が
、

こ
の
と
き
観
勅
は
僧
正
に
任
じ
て
い
る
。

観
勅
の
居
寺
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
鎌
倉
時
代
の
凝
然
が
、
「
本
元
興
寺
の
九
僧
正
」

の
一
人
に
教
え
て
い
る
よ
う
に
、

観
勤
を
法
興
寺
（
本
元
興
寺
）
の
僧
と
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
僧
尼
を
擁
護
し
、
僧
尼
を
代
表
し
て
推
古
天
皇
に
上
表
し
た
観
勤
こ
そ
、
諸
寺
の
中
心
で
あ
る
法
興
寺
の
上
位
の
僧
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
観
勅
の
背
後
に
、
蘇
我
馬
子
の
存
在
を
予
想
し
て
こ
そ
、
推
古
天
皇
の
譲
歩
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
観
勤
は
、
蘇
我

氏
の
「
私
寺
」
の
法
興
寺
に
住
し
、
議
慈
・
慧
聡
以
来
の
伝
統
で
あ
る
コ
ニ
賓
の
棟
梁
」
の
役
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
蘇
我
民
の
法

興
寺
に
居
住
し
て
い
た
か
ら
、
観
勅
は
、
も
ろ
も
ろ
の
僧
尼
の
痕
護
に
挺
身
し
え
た
の
で
あ
る
。

観
勅
の
住
居
や
終
駕
年
月
に
つ
い
て
、
E 守

番

紀
」
に
記
述
が
な
い
の
は
、
観
勅
が
、
推
古
天
皇
側
の
人
で
な
く
、
蘇
我
氏
に
属
す
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
法
興
寺
に
住

し
た
観
勤
は
、
仏
法
に
よ
っ
て
蘇
我
民
権
力
の
擁
護
に
資
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
陰
陽
道
に
よ
っ
て
も
、
蘇
我
氏
の
擁
護
に
当
っ
た
。

一
方
、
推
古
天
皇
側
に
立
ち
、
蘇
我
馬
子
と
災
異
と
を
結
び
つ
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
詳
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
推
古

舟
一
年
七
月
に
帰
朝
し
た
「
大
唐
学
問
者
」
の
何
人
か
を
、
畑
出
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
思
う
に
推
古
天
皇
側
は
、
単
に
「
仏

法
」
の
面
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
政
治
思
想
・
学
問
・
技
術
と
し
て
の
「
陰
陽
道
」
の
面
に
お
い
て
も
、
蘇
我
氏
に
対
す
る
劣
勢
を
挽
回
す



る
必
要
に
逼
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

推
古
天
皇
紀
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
蘇
我
馬
子
の
死
を
中
心
と
す
る
一
聯
の
災
異
（
お
よ
び
そ
れ
を
介
す
る
政
治
批
判
）
と
、
推
古
天
皇

の
死
を
中
心
と
す
る
一
聯
の
天
変
災
異
（
お
よ
び
そ
れ
を
介
す
る
政
治
批
判
）
と
が
、
同
一
人
な
い
し
同
一
の
政
治
的
立
場
の
者
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
推
古
天
皇
紀
に
お
い
て
は
、
同
一
一
半
面
に
お
い
て
並
記
さ
れ
た
か
に
見
え
る
天
変
災
異
の
記
事
長
。
、
し

か
し
、
政
治
的
立
場
を
具
に
す
る
両
者
の
、
相
互
に
投
げ
合
わ
れ
た
政
治
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

推
古
天
皇
紀
に
、
始
め
て
、
し
か
も
集
中
し
て
現
わ
れ
る
天
変
災
異
の
記
事
も
、
背
後
に
相
い
対
立
す
る
両
者
｜
｜
推
古
天
皇
と
蘇
我
馬
子

ー
ー
を
考
慮
し
て
乙
そ
、
そ
の
記
載
の
理
由
と
意
義
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

註①
岡
田
正
之
『
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
』
「
憲
法
十
七
条
に
就
い
て
」

②
『
易
経
』

⑤①③  

司
詩
経
』
小
雅
、
十
月
篤
。

拙
術
「
飛
鳥
仏
教
の
歴
史
的
評
価
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
三
一
）

拙
稿
「
聖
徳
太
子
の
苦
悩
」
（
『
国
史
論
集
』
所
収
）

僧

憂

と

智

明

天

皇

推
古
天
皇
舟
四
年
（
六
二
六
）
五
月
に
、
蘇
我
馬
子
が
死
ぬ
と
、
子
の
蝦
夷
が
「
大
臣
」
の
地
位
を
世
襲
し
た
。
き
て
二
年
後
の
同
州
六
年

三
月
に
、
推
古
天
皇
が
死
ん
だ
が
、
次
の
天
皇
に
擬
せ
ら
れ
た
の
は
、
敏
達
の
孫
に
当
た
る
田
村
皇
子
と
、
聖
徳
太
子
の
子
で
あ
る
山
背
大
兄

の
二
人
で
あ
っ
た
。

敬
遠
天
皇
は
、
か
つ
て
物
部
民
に
同
調
し
て
破
仏
を
断
行
し
た
が
、
そ
の
皇
后
で
あ
っ
た
推
古
天
皇
は
、
恵
済
・
恵
光
ら
の
「
大
唐
学
問
者
」

の
建
策
を
容
れ
て
、
高
圧
的
な
仏
教
統
制
を
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
で
田
村
皇
子
は
、

蘇
我
民
と
血
縁
関
係
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
田
村
皇
子
乙
そ
、
蘇
我
蝦
夷
ら
に
よ
っ
て
、
斥
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
方
の
山
背
大
兄
は
、
聖
徳
太
子
の

時
間
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

二
九



陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

。

子
と
し
て
、

太
子
の
声
望
と
勢
力
を
継
承
し
て
居
り
、

し
か
も
蘇
我
氏
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
こ
と
に
、

上
宮
王
家
の
「
私
寺
」

の
法
隆
寺

は
、
聖
徳
太
子
の
名
望
を
背
景
と
し
て
、
蘇
我
民
の
法
興
寺
を
脅
か
す
ほ
ど
の
寄
在
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
仏
法
興
隆
の
主
導
権
を
め
ぐ

っ
て
、
法
興
寺
と
法
隆
寺
、
す
な
わ
ち
蘇
我
民
と
山
背
大
兄
ら
上
宮
王
家
と
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
仏
法
が
、
個
人
的
な
信
仰

の
問
題
で
な
く
、
現
実
の
政
治
勢
力
と
不
可
分
の
関
係
を
も
っ
古
代
に
お
い
て
、
仏
法
に
傾
斜
す
る
こ
と
も
、

ま
た
仏
法
に
背
向
す
る
こ
と

も
、
と
も
に
政
治
的
で
あ
り
、
そ
の
故
に
、
山
背
大
兄
と
蘇
我
氏
と
の
対
決
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

蘇
我
蝦
夷
が
、
山
背
大
兄
を
差
し
お
い
て
、
田
村
皇
子
を
天
皇
（
野
明
）
に
擁
立
し
た
こ
と
も
、
ま
た
子
の
入
鹿
が
、
山
背
大
兄
一
族
を
滅

ぼ
し
た
の
も
、
仏
法
を
め
ぐ
る
両
者
の
葛
藤
に
、
根
本
の
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

き
て
、
輔
副
明
天
皇
紀
に
記
載
せ
ら
れ
た
天
変
災
異
に
注
目
す
る
と
、
ま
ず
六
年
（
六
三
四
）
八
月
に
、
長
星
が
南
方
に
あ
ら
わ
れ
、
人
々
は

琴
星
と
し
て
恐
れ
た
が
、
翌
七
年
正
月
に
、
乙
の
著
星
が
東
の
方
に
廻
っ
た
。

八
年
正
月
に
日
蝕
、

周
年
五
月
に
霧
雨
大
水
あ
り
、
「
是
歳
大

皐
、
天
下
飢
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
九
年
二
月
の
流
星
、
周
年
三
月
の
日
蝕
、
十
年
七
月
の
大
風
、
周
年
九
月
の
霧
雨
、
十
一
年

正
月
の
雷
・
大
風
雨
・
善
星
、
十
二
年
二
月
の
「
星
入
レ
月
」
に
い
た
る
ま
で
、
脅
明
天
皇
紀
も
数
多
く
の
天
変
災
異
を
記
し
て
い
る
。

思
う
に
自
然
現
象
と
し
て
の
天
変
災
異
そ
の
も
の
は
、
当
面
の
課
題
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
重
要
で
あ
る
と
は
い
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
問
題

は
、
か
か
る
一
聯
の
天
変
災
異
を
、
な
ぜ
静
明
天
皇
紀
に
記
載
し
た
か
に
あ
る
。

す
で
に
前
章
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
天
変
災
異
は
、
本
質
に
お
い
て
政
治
批
判
で
あ
っ
た
。
否
、
政
治
批
判
は
、
天
変
災
異
と
し
て

発
現
す
る
と
い
う
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
場
合
、
政
治
批
判
を
集
中
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
誰
か
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
大
臣

」
蘇
我
蝦
夷
で
あ
っ
た
。

静
明
八
年
は
正
月
に
日
蝕
、
五
月
に
諜
雨
大
水
と
災
異
が
継
起
す
る
が
、
七
月
条
に
、
「
大
派
玉
、

豊
浦
大
臣
に
謂
ひ
て
臼
く
、
群
卿
お
よ

ぴ
百
寮
、
朝
参
す
る
こ
と
己
に
憐
れ
り
、
今
よ
り
以
後
、
卯
の
始
に
朝
り
て
巳
の
終
に
退
れ
、
因
り
て
鍾
を
以
て
節
と
為
よ
、
然
れ
ど
も
大
臣



従
は
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
是
歳
大
阜
、
天
下
飢
之
」
と
あ
る
の
も
、
畢
意
、
大
臣
蘇
我
蝦
夷
に
対
す
る
天
の
諭
告
を
意
味
す
る
と
解
さ

れ
よ
う
。
天
文
と
災
異
と
国
家
と
百
姓
の
四
者
が
不
可
分
で
あ
る
限
り
、
天
変
災
異
は
、
支
配
者
の
悪
行
に
対
す
る
天
の
誠
め
で
あ
り
、
す
な

「
夫
れ
妖
祥
は
行
を
戒
む
る
所
以
な
り
、
災
異
は
人
を
倍
す
所
以
」
で
あ
る
の
は
、
天
変
災
異
が
、
自
然
現
象
と
し

わ
ち
政
治
批
判
で
あ
る
。

て
で
は
な
く
、
政
治
批
判
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

蘇
我
民
の
側
に
立
っ
て
天
変
災
異
を
理
解
し
、
こ
れ
を
政
治
批
判
の
利
器
に
用
い
た
の
は
、
か
の
観
勤
で
あ
っ
た
が
、
静
明
天
皇
側
に
あ
っ

て
、
陰
陽
道
の
知
見
を
提
供
し
た
の
は
、
僧
畏
で
あ
る
。

仏
教
や
陰
陽
道
な
ど
の
学
問
・
技
術
の
方
面
で
、
観
勤
に
対
抗
し
う
る
だ
け
の
人
材
を
も
ち
あ
わ
さ
な
か
っ
た
推
古
天
皇
は
、
新
知
識
を
導

入
す
る
た
め
、
推
古
天
皇
十
六
年
（
六
O
入
）
九
月
に
、
高
向
玄
理
・
南
淵
請
安
・
慧
隠
ら
の
学
主
や
学
問
僧
を
唐
に
派
遣
し
た
が
、
そ
の
一

行
の
内
の
僧
畏
は
、
二
十
四
年
に
及
ぶ
留
学
を
終
り
、
静
明
天
皇
四
年
（
六
三
二
）
八
月
に
帰
朝
し
た
。
そ
の
二
年
後
の
静
明
六
年
条
か
ら
、

天
変
災
異
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
同
九
年
二
月
に
、
大
星
が
音
を
伴
っ
て
東
か
ら
西
に
流
れ
た
と
き
、
乙
れ
を
流
星
の
音
と
解
す
る
世
人
の

見
解
を
斥
け
、
僧
長
は
、

「
流
星
に
非
ず
、
こ
れ
天
の
狗
な
り
」
と
語
っ
て
居
り
、
同
十
一
年
正
月
の
長
星
出
現
に
際
し
で
も
、
か
れ
は
、

ー寸

慧
星
な
り
、
見
ゆ
れ
ば
す
な
は
ち
飢
す
」
と
飢
鐘
を
予
言
し
た
。

大
佑
改
新
の
立
役
者
の
藤
原
鎌
足
が
、
若
き
蘇
我
入
鹿
ら
と
共
に
、
僧
長
の
堂
に
通
っ
て
、

る。

『
周
易
』
の
講
義
を
聴
い
た
話
は
有
名
で
あ

推
古
天
皇
に
よ
っ
て
、
唐
に
派
遣
せ
ら
れ
た
僧
長
や
高
向
玄
理
ら
は
、

「
新
漢
人
」
で
あ
り
、
か
の
倭
漢
民
や
鞍
作
民
な
ど
蘇
我
民
と
結
ん

だ
半
島
か
ら
の
帰
化
人
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
新
漢
人
は
、
天
皇
の
命
を
受
け
、
直
接
、
惰
・
唐
に
留
学
し
た
。
大
唐
（
惰
）
は
、
皇

帝
に
よ
る
中
央
集
権
国
家
の
上
昇
期
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
在
唐
期
間
中
に
親
し
く
学
ん
だ
学
問
・
制
度
・
文
物
な
ど
の
新
知
識
は
、
統
一
国
家

政
権
の
樹
立
を
志
向
す
る
天
皇
側
の
要
求
と
合
致
し
た
。
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蘇
我
民
の
法
一
興
寺
に
対
抗
す
る
た
め
、
天
皇
に
よ
る
最
初
の
「
官
寺
」
で
あ
る
百
済
大
寺
造
営
を
建
言
し
た
の
も
、
乙
の
僧
長
で
あ
っ
成
。

ま
た
大
柏
改
新
に
際
し
、
高
向
玄
理
と
と
も
に
国
博
士
に
任
じ
、
八
省
百
官
の
制
度
を
立
案
し
た
の
も
僧
畏
で
あ
っ
た
。
白
娃
四
年
（
六
五
三

）
五
月
、
僧
長
の
病
勢
が
あ
ら
た
ま
っ
た
と
き
、
孝
徳
天
皇
は
親
し
く
僧
長
の
房
に
幸
し
、
口
づ
か
ら
思
命
を
伝
え
た
が
、
翌
月
、
僧
長
が
寂

す
る
と
、
天
皇
は
使
を
派
遣
し
て
弔
い
、
ま
た
多
く
の
贈
物
を
し
た
。
皇
祖
母
尊
す
な
わ
ち
前
の
皇
極
天
皇
や
中
大
兄
も
、
使
者
を
遺
し
て
、

そ
の
喪
を
弔
っ
た
。

僧
憂
に
対
比
さ
れ
る
の
は
、
観
勤
で
あ
る
が
、
し
か
し
観
勤
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
結
局
、
僧
畏
が
結
ん
だ

中
大
兄
ら
に
よ
っ
て
、
蘇
我
民
が
滅
ぼ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
観
勤
が
、
蘇
我
民
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
僧

畏
は
、
乙
の
蘇
我
民
権
力
に
対
抗
す
る
天
皇
側
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
で
あ
っ
た
。

脅
明
天
皇
紀
に
記
載
せ
ら
れ
た
天
変
災
異
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
に
、
天
皇
側
の
僧
憂
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
大
臣
蘇
我
蝦
夷
に
対
す

る
政
治
批
判
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
僧
畏
に
対
抗
す
る
ほ
ど
の
有
力
な
陰
陽
道
関
係
者
は
、
蘇
我
氏
の
側
に
い
な
か
っ
た
が
（
観
勤
は
す
で

に
死
ん
で
い
た
か
、
ま
た
は
百
済
に
帰
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）
、
し
か
し
、
蘇
我
民
の
勢
力
は
、
な
お
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
の
こ
点
で
あ
る
。

観
鞘
｜
｜
法
興
寺
｜
｜
蘇
我
氏
と
、
僧
畏

l
l百
済
大
寺

l
l智
明
・
孝
徳
天
皇
・
中
大
兄
と
の
基
本
的
な
対
立
乙
そ
、
大
佑
前
代
の
政
治

史
の
底
流
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

g註

②
欽
明
天
皇
紀
二
年
四
月
条
。

③
『
家
伝
』

拙
稿
「
飛
鳥
仏
教
の
歴
史
的
評
価
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
三
一
）

皇

極

天

皇

紀

の

検

討

脅
明
天
皇
十
三
年
（
六
四
一
）
十
月
に
、

四
十
九
才
の
皇
極
天
皇

（
脅
明
皇
后
）
が
即
位
し

四
十
九
才
の
静
明
が
死
花
、

翌
年
正
月
に
、



た。
蘇
我
蝦
夷
は
、
引
き
つ
づ
き
「
大
臣
」
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
子
の
入
鹿
は
、

賊
恐
摂
し
て
、
路
ιJ1E
ト
ル
パ
』
拾
は
ず
」
と
い
う
有
様
で
あ
る
υ

蘇
我
氏
の
権
力
は
依
然
と
し
て
強
固
で
あ
り
、

「
自
ら
国
政
を
執
り
亡
、
威
父
に
勝
る
、
是
に
由
り
て
、
海

こ
の
こ
と
は
、
皇
極
天
皇
な
い
し

皇
極
天
皇
の
背
後
の
中
大
兄
ら
と
蘇
我
氏
と
の
溝
を
、

一
一
層
ふ
か
め
て
い
っ
た
。

敏
達
天
皇
は
、

「
仏
法
を
信
ぜ
ず
し
て
文
史
を
愛
む
」

と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、

蘇
我
氏
の
崇
仏
に
反
捜
し
た
が
、

そ
の
皇
后
の
推
古
天
皇

も
、
仏
法
興
隆
で
は
な
く
、
天
降
り
的
な
僧
尼
統
制
を
強
行
し
た
。
敏
達
の
孫
に
当
た
る
野
明
は
、
僧
長
の
建
言
を
容
れ
て
、
百
済
大
寺
の
建

立
を
始
め
た
が
、
し
か
し
、
た
と
え
ば
聖
徳
太
子
の
よ
う
に
、
仏
法
受
容
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
す
で
に
百
済
大
寺
の
建
立

そ
の
こ
と
が
、
政
策
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
皇
極
天
皇
は
、

「
古
の
道
に
順
考
し
て
政
を
為
す
」
と
記
さ
れ
た
通
り
、
仏
法
と
の
聞
に
一
定
の

距
離
を
設
け
て
い
た
。

推
古
・
野
明
・
皇
極
の
三
代
に
は
、
仏
教
に
対
す
る
意
識
的
な
自
己
疎
外
の
態
度
が
見
ら
れ
る
が
、
思
う
に
こ
れ
は
、
仏
教
そ
の
ち
の
に
対

す
る
自
己
疎
外
で
ゐ
る
と
い
う
よ
り
、
蘇
我
民
権
力
と
結
び
つ
け
て
い
る
仏
教
に
対
す
る
自
己
疎
外
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、

仏
法
興
隆
の
主
導
権
が
、
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
独
占
掌
握
さ
れ
て
い
る
段
階
に
お
い
て
、
天
皇
の
「
公
的
」
な
立
場
か
ら
、
仏
法
に
対
す
る
帰
依

の
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
蘇
我
民
権
力
の
無
条
件
の
肯
定
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
蘇
我
民
権
力
に
批
判
的
な
い
し

否
定
的
で
あ
る
限
り
、
仏
教
に
対
す
る
意
識
的
な
自
己
疎
外
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

皇
極
天
皇
の
「
順
考
古
道
而
為
政
」
の
場
面
が
示
さ
れ
る
の
は
、
祈
雨
を
め
ぐ
る
蘇
我
蝦
夷
と
の
対
決
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
皇
極
紀
に
お
け
る
天
変
災
異
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
前
代
よ
り
も
そ
の
数
を
増
し
、
し
か
も
、
異
様
な
記
事
が

多
い
の
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
元
年
条
を
見
る
と
、

「
無
レ
雲
而
雨
」

「
課
雨
」
「
大
皐
」

「
客
星
入
レ
月
」

「
雷
」
「
風
雨
」

「
地
震
」
な
ど
の
天
変
災
異
が
頻
出
す
る
の
み
な
ら
ず
、

「
十
一
月
：
：
：
天
暖
如
ニ
春
気
こ
と
い
う
天
候
異
変
が
現
わ
れ
て
い
る
。
同
二
年
条
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四

に
も
、

「
大
風
」
「
月
蝕
」
「
大
雨
」
の
天
変
災
異
と
と
も
に
、

「
二
月
：
：
：
電
管
長
早
木
華
葉
こ

コ
ニ
月
・
・
：
：
雨
水
」

「
四
月
・
・
・
・
・
・
天
寒
人

著
－
－
綿
砲
三
領
こ

「
五
月
：
：
：
茨
田
池
水
大
島
．
少
虫
覆
レ
水
」
な
ど
の
異
変
が
継
起
し
て
い
る
。

川
崎
庸
之
民
も
、

「
日
本
書
紀
の
六
四

い年
る'i'〔
。｝皇

極

の
記
事
を
よ
む
と
、

い
か
に
も
不
思
議
な
こ
と
の
多
い
年
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
を
う
け
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
て

し
か
し
、
天
変
地
異
の
記
載
は
、
単
な
る
自
然
現
象
に
の
み
と
ど
ま
る
の
で
な
く
、
本
質
に
お
い
て
政
治
批
判
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
天
変
地

異
の
記
事
が
増
加
し
、
内
容
が
複
雑
怪
奇
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
危
機
の
深
刻
さ
が
告
知
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
危
機
の
根
源
は
何
で
あ
っ
た

か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

「
専
撞
一
一
国
政
一
、
多
行
ニ
無
礼
こ
す
蘇
我
蝦
夷
や
入
鹿
で
あ
る
。

霧
雨
・
大
皐
・
地
震
が
継
起
す
る
皇
極
一
克
年
に
、

「
是
蔵
、
蘇
我
大
臣
蝦
夷
、
己
が
祖
の
廟
を
葛
城
の
高
宮
に
立
て
、
八
借
の
舞
を
為
す
、

：
：
：
叉
、
尽
に
挙
国
の
民
併
せ
て
百
八
十
の
部
曲
を
発
し
て
、
預
め
隻
つ
の
墓
を
今
来
に
造
る
、

一
を
大
陵
と
日
ひ
、
大
臣
の
墓
と
為
す
、

を
小
陵
と
日
ひ
、
入
鹿
臣
の
墓
と
為
す
」
と
い
う
「
俗
上
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

大
風
・
月
蝕
・
天
候
異
変
が
続
出
し
た
皇
極
二
年
十
月
に

lま

「
蘇
我
大
臣
蝦
夷
、
病
に
縁
り
て
朝
で
ず
、
私
か
に
紫
冠
を
子
入
胞
に
授
け
て
、
大
臣
の
位
に
擬
ふ
、
復
た
其
の
弟
を
惇
ぴ
て
物
部
大
臣

と
日
ふ
」
こ
と
が
あ
り
、
周
年
十
一
月
に
は
、
山
背
大
兄
ら
上
宮
王
家
の
一
族
が
、
入
鹿
に
よ
っ
て
滅
ほ
さ
れ
て
い
る
。
皇
極
元
年
・
二
年
紀

に
見
ら
れ
る
天
変
災
異
の
記
事
は
、
蘇
我
氏
の
専
撞
、
す
な
わ
ち
皇
極
天
皇
な
い
し
反
蘇
我
民
勢
力
と
、
蘇
我
民
と
の
対
立
が
、
破
局
的
な
危

機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、

「
天
皇
」
皇
極
と
、

「
大
臣
」
蘇
我
蝦
夷
と
の
葛
藤
を
示
す
の
は
、
皇
極
元
年
七
月
条
の
祈
雨
の
記
載
で
あ
る
。
乙
の
年
の
三
月
・

四
月
に
は
霧
雨
が
あ
っ
た
が
、
六
月
以
降
は
雨
が
ふ
ら
ず
、
播
種
？
？
0
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
七
月
廿
五
日
に
群
臣
た
ち
が
集
ま
り
、
百

姓
の
困
惑
を
語
る
と
共
に
、
祈
雨
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
村
々
で
は
祝
部
の
教
一
不
に
よ
り
、
牛
馬
を
殺
し
て
諸
社
の
神
を
祭
っ
た
り
、
市
を

移
し
た
り
、
ま
た
河
一
慨
に
躍
る
な
ど
し
て
雨
を
願
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
効
果
の
な
い
こ
と
を
話
し
合
っ
た
と
き
、
大
臣
蘇
我
蝦
夷
は
、
寺
々



に
お
け
る
大
乗
経
典
の
読
請
や
、
ま
た
悔
過
に
よ
っ
て
雨
を
祈
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
二
日
後
の
廿
七
日
に
、
蘇
我
民
の
「
私
寺
」
の
法
興
寺

の
南
庭
に
、
仏
・
菩
薩
・
四
天
王
の
諸
像
を
安
置
し
、
衆
僧
を
屈
請
し
て
雨
を
祈
っ
た
。
と
く
に
蝦
夷
は
み
ず
か
ら
香
炉
を
執
り
、
香
を
焼
い

て
祈
願
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
廿
八
日
に
な
っ
て
微
雨
が
あ
っ
た
の
み
で
、
雨
ら
し
い
雨
＆
降
ら
せ
る
乙
と
が
で
き
な
い
。

つ
い
に
皇
極

天
皇
に
よ
り
、
読
経
の
停
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
さ
て
八
月
一
日
に
な
っ
て
皇
極
は
み
ず
か
ら
南
淵
の
河
上
に
幸
し
、
四
方
を
拝
し
、
天
を
伺
い

「
至
徳
天
皇
」
と
讃
え
た
。

で
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
雷
を
伴
っ
た
大
雨
が
あ
り
、
し
か
も
五
日
間
ふ
り
つ
づ
い
た
の
で
、
天
下
の
百
姓
は
悦
び
、

仏
法
に
よ
る
祈
雨
を
提
案
し
た
蘇
我
民
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
仏
法
興
隆
の
主
導
権
を
確
保
し
て
い
た
。
だ
か
ら
蘇
我
蝦
夷
は
、
法
興
寺

に
お
け
る
祈
雨
の
法
会
を
主
催
し
、

「
大
臣
」
と
し
て
の
権
力
と
権
威
を
祈
雨
に
托
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
蘇
我
蝦
夷
の
析
雨
が
失
敗
し
て

数
日
後
に
、
天
皇
み
ず
か
ら
、
南
淵
の
河
上
で
天
神
地
抵
を
祭
り
、
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

右
の
記
事
か
ら
、
だ
か
ら
蘇
我
氏
の
「
仏
法
」
と
、
天
皇
の
「
神
枯
」
と
の
聞
に
対
立
が
あ
っ
た
、
と
解
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
仏
事
法
会
に
よ
る
祈
雨
の
例
は
、
神
祇
に
よ
る
祈
雨
と
併
行
し
て
、
以
後
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
仏

法
興
隆
の
主
導
権
を
握
る
「
大
臣
蘇
我
蝦
夷
」
と
、
神
抵
の
権
威
に
支
え
ら
れ
た
「
皇
極
天
皇
」
と
の
対
決
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
蘇
我
氏
の
本
寺
で
あ
る
飛
鳥
の
法
興
寺
で
、
大
臣
蘇
我
蝦
夷
が
み
ず
か
ら
焼
香
し
て
発
願
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祈
雨
に
失
敗
し
た

乙
と
は
、

い
い
か
え
れ
ば
、
大
臣
蘇
我
蝦
夷
が
、
現
実
に
、

「
鎮
護
国
家
」
の
願
主
（
H
天
皇
）
に
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

対
立
は
、
だ
か
ら
、

「
仏
法
」
と
「
神
抵
」
で
は
な
く
、
そ
の
各
々
の
権
威
を
背
景
と
す
る
蘇
我
民
と
天
皇
で
ゐ
っ
た
。

祈
雨
を
め
ぐ
る
皐
極
天
皇
と
の
対
決
は
、

蘇
我
氏
の
敗
北
、

す
な
わ
ち
天
皇
の
優
位
を
導
い
た
が
、

し
か
し
、

現
実
の
蘇
我
氏
の
権
力
は

な
お
強
固
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
蘇
我
氏
に
対
す
る
批
判
勢
力
も
強
ル
相
さ
れ
て
居
り
、
こ
の
深
刻
な
対
立
・
相
魁
が
、
皇
極
天
皇
元
年
・
二

年
条
に
見
ら
れ
る
天
変
災
異
の
続
出
に
よ
っ
て
、
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
天
変
災
異
を
介
す
る
批
判
が
、
蘇
我
氏
に
対
し
て
集
中
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
、
蘇
我
氏
の
側
か
ら
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の
批
判
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
思
う
に
蘇
我
馬
子
を
擁
護
し
た
観
勅
の
よ
う
な
人
材
が
、
大
臣
蘇
我
蝦
夷
の
側
に
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
新
帰
朝
の
「
大
唐
学
問
僧
」

を
擁
す
る
天
皇
側
に
よ
っ
て
、

こ
の
面
に
お
い
て
も
蘇
我
氏
側
が
圧
倒
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
皇
極
元
年
・
二
年
紀
に
見
ら
れ
る
蘇
我
民
批
判
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
は
、

や
は
り
僧
畏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

。

ヲ
Q

皇
極
天
皇
三
年
を
迎
え
る
こ
と
、
あ
れ
ほ
ど
頻
出
し
た
天
変
災
異
（
の
記
事
）
は
、
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
蘇
我
氏
の
権
力

支
配
は
一
一
層
つ
よ
め
ら
れ
て
居
り
、
た
と
え
ば
、
周
年
十
一
月
に
、
入
鹿
が
甘
樟
聞
に
家
を
建
て
、
大
臣
の
家
を
「
宮
門
」
、
入
鹿
の
家
を
「

谷
宮
門
」
と
言
わ
し
め
、
ま
た
自
分
の
子
を
「
王
子
」
と
呼
ば
し
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
「
傍
上
」
は
、
前
年
条
の
記
載
か
ら
推
測

し
て
、
天
変
災
異
（
の
記
事
）
を
伴
う
批
判
の
対
象
に
な
り
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
三
年
・
四
年
条
に
は
、
こ
の
種

の
記
載
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
か
か
る
天
変
災
異
が
事
実
あ
っ
た
か
否
か
を
詮
索
す
る
よ
り
も
、
な
ぜ
に
、
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
か
を
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
思
う
に
皇
極
三
年
正
月
条
境
頭
の
、

「
以
一
一
中
臣
鎌
子
連
一
、
拝
ニ
神
祇
伯
こ
以
下
の
一
聯
の
記
述
は
、

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。
中
臣
鎌
子
は
中
大
兄
に
接
近
し
、

つ
い
に
蘇
我
氏
打
倒
の
計
画
に
あ
ず
か
る
が
、
中
臣
鎌
子
の
登
場
に
よ
り
、

「
謀
大
事
」
の
段
階
、
す

な
わ
ち
蘇
我
氏
打
倒
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
具
体
佑
さ
れ
た
ζ

と
は
、
こ
の
前
段
階
、
す
な
わ
ち
蘇
我
民
政
権
に
対
す
る
「
批
判
」
の
時
期
が
終
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
僧
畏
が
蘇
我
氏
打
倒
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
い
し
そ
の
実
施
に
お
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、

か
つ
て
仏
法
興
隆
の
イ
ニ
シ
ア
テ
l
グ
を
、
蘇
我
民
の
掌
中
か
ら
天
皇
の
側
に
移
そ
う
と
し

て
百
済
大
寺
造
立
を
企
画
し
、
ま
た
陰
陽
道
に
よ
っ
て
、
天
皇
（
反
蘇
我
氏
勢
力
）

の
側
か
ら
、
蘇
我
民
権
力
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
た
僧

畏
が
、
そ
の
後
、
大
柏
改
新
に
際
し
て
高
向
玄
理
と
と
も
に
国
博
士
に
任
じ
、
官
制
の
制
定
そ
の
他
に
力
を
致
し
た
。
百
済
大
寺
の
寺
主
で
あ

る
こ
と
と
、
陰
陽
道
を
説
く
こ
と
と
、
そ
し
て
官
制
の
立
案
企
劃
に
さ
ず
さ
わ
る
こ
と
と
は
、
僧
畏
に
と
っ
て
、
別
個
の
事
柄
で
は
な
い
。

こ



の
三
つ
は
、

す
べ
て
中
央
集
権
国
家
確
立
の
路
線
に
つ
な
が
っ
て
居
り
、

も
、
乙
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
僧
畏
に
対
抗
す
る
ほ
ど
の
人
物
が
、

ま
た

「
大
唐
学
問
僧
」

と
し
て
の
僧
長
に
対
す
る
天
皇
側
の
期
待

こ
の
時
期
の
蘇
我
民
の
側
に
い
な
か
っ
た
か
否
か
、

が
間
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
居

な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
大
陸
の
先
進
国
の
高
度
の
文
佑
、
新
し
い
知
識
を
移
植
す
る
道
は
、
天
皇
側
に
よ
っ
て
独
占
せ

み
な
ら
ず
、
そ
の
落
差
は
拡
大
す
る
方
向
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
皇
側
の
優
位
、
蘇
我
民
の
立
ら
お
く
れ
が
、
明
白
な
現
実
と
な
っ
た
の

ら
れ
て
居
り
、
従
っ
て
、
か
つ
て
の
仏
教
受
容
の
時
と
異
な
り
、

②①註

川
崎
庸
之
『
天
武
天
皇
』
豆
一
良
。

雨
乞
い
の
た
め
の
殺
牛
習
俗
は
、
漢
土
の
民
俗
の
輸
入
で
は
な
く
、

す
で
に
日
本
に
農
耕
が
始
ま
っ
た
頃
か
伝
存
在
し
た
（
佐
伯
有
清
「

8
・
9
世
紀
の
交
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
史
的
考
察
｜
殺
牛
祭
神
を

め
ぐ
っ
て
l
」
『
医
史
学
研
究
』
二
二
四
）
。

祈
雨
が
国
家
的
行
事
と
し
て
定
着
す
る
の
は
、
天
武
天
皇
の
飽
間
風

③ 

四

災

異

と

祥

瑞

神
・
広
瀬
大
忌
神
の
祭
肥
か
ら
で
あ
る
が
、
皇
極
元
年
紀
に
見
ら
れ

る
祈
雨
の
記
事
は
、
天
皇
親
祭
の
椴
威
や
国
家
権
力
の
絶
対
性
を
直

裁
に
示
す
の
で
は
な
く
、
漢
神
の
祭
胞
や
移
市
・
洞
伯
視
鵡
の
行
事

の
末
、
や
っ
と
天
皇
親
祭
に
落
着
い
た
過
程
が
諮
る
よ
う
に
、
当
時

の
貴
族
層
の
天
皇
観
・
国
家
観
の
爽
雑
性
を
示
す
、
と
の
見
解
が
あ

る
（
下
出
積
与
「
皇
極
朝
に
お
け
る
農
民
層
と
宗
教
運
動
」
『
史
学

雑
誌
』
六
七
の
九
）
。

孝
徳
天
皇
の
在
位
十
年
間
に
、
天
変
災
異
の
記
事
は
一
回
（
閉
鎖
権
四
）
、
斉
明
天
皇
の
七
年
間
に
は
、
こ
れ
に
関
す
る
記
事
は
な
く
、
天

智
天
皇
の
十
年
間
に
五
固
定
純
一
一
一
札
制
一
躍
岳
弛
鳩
f
町
一
境
問
む
の
天
変
災
異
の
記
事
e
伊
－
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
右
の
時
代
に
、
政
治
的
・
社
会
的
な
波
澗
・
動
揺
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
孝
徳
天
皇
の
末
年
に
、
天
皇
と
皇
太
子
中

大
兄
と
の
対
立
が
深
ま
り
、
中
大
兄
ら
は
孝
徳
天
皇
e
伊
－
難
波
に
残
し
た
ま
ま
、
天
皇
の
姉
に
当
た
る
前
の
皇
極
天
皇
（
帥
駄
兄
）
・
皇
后
間
人

母
親
酌
妹
）
・
大
海
人
皇
子
（
叡
翫
弟
、
）
を
は
じ
め
事
人
ら
を
率
い
て
飛
鳥
に
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
斉
明
天
皇
は
大
規
模
な
土
木
工
事
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を
起
こ
し
て
非
難
を
受
け
、
の
ち
に
は
有
間
皇
子
の
事
件
を
導
い
た
。
『
書
紀
』
は
、
し
か
し
、
孝
徳
・
斉
明
紀
に
お
い
て
天
変
災
異
を
記
さ

ず
、
む
し
ろ
あ
か
ら
さ
ま
に
、
「
究
一
一
皇
太
子
宮
乙
（
快
諾
嬬
）
・
「
災
－
一
飛
鳥
板
査
宮
こ
（
鞘
糊
一
元
）
・
「
究
二
岡
本
宮
一
」
（
特
矧
一
一
）
と
記
し
、
ま
た

時
人
の
「
詩
」
を
伝
え
て
い
る
。
思
う
に
陰
陽
道
（
お
よ
び
そ
の
唱
導
者
、
以
後
ζ

れ
を
陰
陽
師
と
厚
ぶ
）
を
駆
使
す
る
豪
族
が
い
な
く
な
っ

た
乙
と
、
す
な
わ
ち
、
大
佑
改
新
に
よ
り
、
天
皇
権
力
が
飛
躍
的
に
強
佑
せ
ら
れ
た
結
果
、
い
わ
ば
「
社
会
思
想
」
と
し
て
の
陰
陽
道
が
説
か

れ
な
く
な
り
、
従
っ
て
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
孝
徳
・
斉
明
紀
の
天
変
災
異
の
記
載
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
謀
略
に
よ
り
、

相
手
を
容
易
に
除
去
し
う
る
段
階
に
お
い
て
は
、

「
政
治
批
判
」
と
し
て
の
陰
陽
道
が
あ
か
ら
さ
ま
に
説
か
れ
る
余
地
は
な
い
。

も
っ
と
も
右
の
事
実
は
、
陰
陽
道
の
も
つ
危
険
性
が
消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
否
、
政
権
の
座
に
あ
る
者
に
と
っ
て
、
反
対
勢
力
の

形
成
・
拍
頭
は
、
つ
ね
に
警
戒
の
対
象
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
陰
陽
道
を
一
方
的
に
管
理
隼
握
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
反
対
勢
力
の
利
用
を
封
ず

る
こ
と
に
、
重
大
な
関
心
が
払
わ
れ
た
。

さ
て
天
智
天
皇
六
年
（
六
六
七
）
三
月
に
、
都
が
飛
鳥
か
ら
近
江
に
遷
さ
れ
た
。
「
是
の
時
に
、
天
下
の
百
姓
、
都
を
遺
す
こ
と
を
願
は
ず
、

日
々
夜
々
、
失
火
の
処
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
童
謡
」
に
つ
い
て
、
橘
守
部
は
、
「
時
の

異
変
を
、
善
悪
と
も
に
、
神
の
謡
は
し
め
玉
ふ
ぞ
云
」
と
述
べ
て
い
る
的
こ
の
不
穏
な
社
会
状
勢
に
対
処
し
て
、
同
九
年
（
六
七
O
）
正
月

調
諌
す
る
者
多
く
、
童
謡
ま
た
衆
し
、

に
、
「
誼
妄
妖
偽
を
禁
断
」
し
、
周
年
二
月
に
は
、
「
戸
籍
を
造
り
、
盗
賊
と
浮
浪
と
を
断
」
っ
た
。
周
年
四
月
条
に
、
「
夜
半
の
後
に
、
法
隆

ひ

寺
に
て
究
つ
け
り
、

一
屋
も
余
る
こ
と
無
し
」
と
あ
る
。
法
隆
寺
が
被
災
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
若
草
伽
藍
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
被
災
の
記
事
が
こ
と
に
あ
る
乙
と
は
、
不
安
な
政
情
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
か
の
壬
申
の
乱
は
、
乙
の

二
年
後
に
勃
発
し
た
。

と
こ
ろ
で
陰
陽
道
に
通
じ
た
人
物
が
、
天
智
天
皇
の
近
江
朝
廷
方
に
い
た
。
天
智
十
年
正
月
に
官
人
の
鍍
位
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、

小
山
上
を
授
け
ら
れ
た
許
率
母
は
「
五
経
」
に
明
る
く
、
周
じ
く
小
山
上
を
授
け
ら
れ
た
角
福
牟
は
、
「
陰
陽
」
を
習
っ
て
い
た
。
許
率
母
ほ
、



「
博
学
多
通
」
な
大
友
皇
子
の
「
賓
客
」

で
あ
っ
た
が
、
角
福
牟
も
ま
た
、

大
友
皇
子
に
接
近
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

壬
申
の
乱
に
際
レ
、

「
兵
法
」
に
あ
か
る
い
木
素
貴
子
や
答
体
春
初
ら
と
同
様
、
許
率
母
や
角
福
牟
は
、
近
江
方
に
立
っ
て
、
陰
陽
道
に
よ
る
指
導
援
助
に
当
た
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
吉
野
の
大
海
人
皇
子
の
側
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

壬
申
の
乱
が
、

近
江
方
に
よ
る
一
方
的
な
挑
発
に
基
づ
く
か
、

あ
る
い
は
吉
野
の
大
海
人
皇
子
に
よ
り
、
計
画
的
主
導
的
に
起
こ
さ
れ
た

か
、
に
つ
い
て
は
論
議
の
余
地
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
出
家
し
て
吉
野
に
遁
れ
た
大
海
人
の
側
近
に
、
た
と
え
ば
近
江
方
の
角
福
牟
の
よ
う
な

陰
陽
師
が
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
か
り
に
陰
陽
師
が
吉
野
ま
で
随
伴
し
て
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
権
力
の
肢
か
ら
の
自

己
疎
外
を
宣
言
し
た
大
海
人
の
言
動
と
、
矛
盾
す
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
陰
陽
道
は
、

一
面
、
権
力
に
密
着
し
て
そ
れ
を
支
え
る
と
共
に
、

他
面
、
権
力
に
対
立
し
て
そ
れ
を
動
揺
・
崩
壊
に
導
く
危
険
性
を
も
包
蔵
し
て
居
り
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
権
力
」
と
密
接
な
関
係
を
も
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

お

お

た

け

し
か
し
天
武
天
皇
に
つ
い
て
特
徴
的
な
乙
と
は
、
「
壮
に
及
び
て
雄
抜
し
く
神
武
し
、

天
文
遁
甲
を
能
く
す
」

と
記
さ
れ
た
そ
の
人
柄
で
あ

る
。
天
文
・
遁
甲
、
す
な
わ
ち
陰
陽
道
に
通
じ
た
天
皇
は
、
陰
陽
道
の
伝
来
以
降
、
天
武
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。

天
武
が
、
壬
申
の
乱
の
イ
ニ
シ
ア
テ
l
ブ
を
と
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
、

一
面
の
真
実
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
斉
明
・
天
智
以
来
の
政

情
に
対
し
て
、
天
武
は
受
身
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
己
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
に
対
応
し
て
、
誤
る
こ
と
な
く
自
己
の
立
場
を
確
立
す

る
智
慧
を
、
思
う
に
天
武
は
、
天
文
・
遁
甲
の
陰
陽
道
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
己
の
身
に
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
出
家
し
て
吉
野
に
隠
れ
た
天
武
（

大
海
人
皇
子
）
を
評
し
て
、
「
虎
に
翼
を
着
け
て
放
て
る
な
り
」

と
い
わ
れ
た
の
は
、

陰
陽
道
に
通
じ
た
天
武
の
自
信
の
程
を
物
語
っ
て
い
る

と
も
解
さ
れ
よ
う
。

天
武
天
皇
が
も
っ
陰
陽
道
の
知
見
は
、
壬
申
の
乱
の
初
頭
に
一
亦
さ
れ
た
。
皇
居
・
幼
少
の
皇
子
・
十
余
人
の
女
諦
と
い
う
手
足
ま
と
い
の
ほ

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

九
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か
、
わ
ず
か
二
十
余
人
の
舎
人
を
従
え
た
天
武
天
皇
が
、
東
国
を
指
し
て
説
明
け
る
よ
う
に
吉
野
を
立
ち
、
そ
の
日
の
夜
半
、
名
張
の
駅
家
に
着

あ
え

「
一
人
も
肯
て
来
ず
」
。
有
力
な
親
衛
部
隊
も
な
く
、
百
姓
も
天
武
側
を
支
持
し
よ
う
と
し
な
い
。

広
さ
十
余
丈
の
黒
雲
が
天
に
経
っ
て
い
た
。
「
時
に
天
皇
、
異
し

い
た
。
附
近
の
百
姓
に
参
集
を
命
じ
て
も
、

一
問
、
暗
濃
た
る
気
持
を
懐
い
て
、
名
張
の
横
河
に
辿
り
つ
い
た
と
こ
ろ
、

み
、
則
ち
燭
を
挙
し
て
親
ら
式
を
乗
り
て
占
ひ
て
日
く
、
天
下
両
つ
に
分
れ
る
祥
な
り
、
然
も
朕
れ
遂
に
天
下
を
得
む
欺
」
と
判
断
し
た
。

一
同
が
不
安
と
動
揺
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
と
き
、
大
海
人
皇
子
が
み
ず
か
ら
式
に
よ
っ
て
占
ぃ
、
現
状
の
分
析
と
、
そ
し
て
最
後
の
勝
利
を

予
言
す
る
。
「
乗
レ
式
占
」
う
こ
と
は
、
陰
陽
道
を
習
わ
ぬ
者
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
式
占
の
内
容
は
、
権
威
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
も
乙
の
場
合
、
軍
事
指
揮
者
と
陰
陽
師
と
が
、
同
一
人
で
あ
っ
た
。
「
天
文
・
暦
数
・
風
雲
の
気
色
、
異
め
ら
ば
密
封
奏
聞
す
る
事
を
掌
る
」

と
職
員
令
で
規
定
せ
ら
れ
た
陰
陽
頭
の
職
掌
が
、
い
ま
天
武
自
身
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
陰
陽
師
に
捧
げ
ら
れ
る
信
頼
と
敬
服
は
、

そ
の
ま
ま
天
武
天
皇
の
も
の
と
な
っ
た
。

天
皇
の
式
占
に
よ
っ
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
一
行
は
、
「
即
ち
急
行
し
て
伊
賀
郡
に
到
」
っ
た
と
乙
ろ
、

当
国
の
郡
司
ら
が
、
数
百
人
を
率
い

て
馳
せ
参
じ
た
。
天
皇
の
式
占
の
真
実
性
は
、
早
く
も
事
実
に
よ
っ
て
示
会
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
近
江
宮
を
脱
出
し
た
高
市
皇
子
お
よ
び

そ
の
部
下
と
の
再
会
、
伊
勢
国
司
の
来
附
、
鈴
鹿
関
・
不
破
関
の
確
保
な
ど
相
い
つ
ぎ
、
事
態
は
急
速
に
有
利
に
展
開
し
、
天
武
側
は
わ
ず
か

四
日
間
で
、
数
万
の
大
寧
の
動
員
集
結
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
吉
野
脱
出
当
夜
の
式
占
の
予
言
通
り
、

一
ヶ
月
後
に
は
近
江
方
を
撃
破
し
、
勝

利
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

乱
の
最
中
、
天
武
が
美
濃
圏
不
破
郡
野
上
に
い
た
と
き
、

天
神
地
眠
、
朕
を
扶
け
た
ま
は
ば
、
雷
雨
患
ま
む
、
雪
一
口
ひ
詑
り
て
則
ち
雷
雨
止
み
ぬ
」
。

の

た
ま
た
ま
雷
電
を
伴
う
甚
し
い
雨
が
襲
っ
て
来
た
。
「
則
ち
天
皇
祈
み
て
日
く
、

天
武
天
皇
に
は
、

雷
雨
を
止
め
る
力
さ
え
あ
っ
た
。

動
乱
が
お
さ
ま
り
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
造
営
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
、
壬
申
の
乱
に
参
加
し
た
大
伴
連
御
行
に
よ
り
、

「
皇
は
神
に
し
生
せ
ば
赤

駒
の
筒
毎
ふ
田
井
を
京
師
と
な
し
つ
」
と
う
た
わ
れ
、

ま
た
何
人
か
に
よ
り
、
「
大
王
は
神
に
し
坐
せ
ば
水
鳥
の
多
集
く
水
招
を
皇
都
と
為
し
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つ
」
と
歌
わ
れ
た
の
ち
、

「
雄
抜
紳
武
、
能
－
一
天
文
遁
甲
こ
の
天
武
の
超
人
的
な
卓
越
性
に
よ
る
と
こ
ろ
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
律
令
国
家
の
一
機
関
と
し
て
の
陰
陽
寮
が
、

い
つ
設
置
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
か
の
角
福
牟
に
つ
い
て
天
智
天
皇
十

年
正
月
条
に
、

「
閑
一
一
於
陰
陽
こ
と
の
み
記
さ
れ
て
あ
る
の
は
、
天
智
天
皇
の
代
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
近
江
令
に
お
い
て
、

「
陰
陽
師
」

一寸

天
文
博
士
」
な
ど
の
宮
人
組
織
も
な
く
、
従
っ
て
当
然
、
宮
司
と
し
て
の
陰
陽
寮
も
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
も
っ
と
も
陰
陽
寮
の
一
部
を
な
す
漏
魁
に
つ
い
て
は
、
斉
明
天
皇
六
年
五
月
条
に
、

「
皇
太
子
初
め
て
漏
踏
を
造
り
て
、
民
を
し
て
時

を
知
ら
し
れ
U

」
と
あ
り
、
ま
た
天
智
天
皇
十
年
四
月
条
に
も
、

「
漏
砲
を
新
台
に
置
き
、
始
め
て
候
時
を
打
ち
、
鐘
鼓
を
動
し
、
始
め
て
漏
魁

を
用
ぅ
、
此
の
漏
魁
は
、
天
皇
の
皇
太
子
た
り
し
時
に
、
始
め
て
親
ら
製
造
り
た
ま
ふ
所
な
り
云
々
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
由
来
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
陰
陽
寮
に
お
け
る
漏
魁
博
士
・
守
辰
丁
の
職
制
は
、
右
の
漏
魁
台
の
職
制
を
嗣
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
。

天
武
天
皇
四
年
（
六
七
六
）
正
月
朔
に
、
大
学
寮
の
学
生
に
ま
じ
っ
て
、

の
は
、
こ
の
と
き
、
す
で
に
陰
陽
寮
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
月
五
日
に
、
は
じ
め
て
占
星
台
が
設
置
せ
ら
れ
た
。

「
陰
陽
寮
」

「
外
薬
寮
」
ら
が
、
珍
異
の
物
な
ど
を
捧
げ
て
い
る

陰
陽
五
行
説
・
天
人
感
応
説
・
繊
緯
説
な
ど
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
陰
陽
道
は
、
観
勤
や
僧
憂
の
場
合
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
治
批
判

α

利
器
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
天
武
天
皇
の
場
合
の
よ
う
に
、
用
兵
に
も
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。

陰
陽
道
は
、
あ
き
ら
か
に
危
険
性
を
内
含
し
た
「
思
想
」
で
あ
る
。
乙
の
危
険
性
は
、
対
立
勢
力
が
陰
陽
道
を
把
握
し
た
と
き
現
実
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
陰
陽
道
に
附
帯
す
る
危
険
性
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、
陰
陽
道
を
律
令
国
家
権
力
に
よ
っ
て
独
占
管
理
し
、
反
対
勢
力

と
の
結
び
つ
き
を
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
っ
て
、
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宮
司
と
し
て
の
陰
陽
寮
・
占
星
台
設
置
の
意
味
は
こ
こ

に
あ
る
。

陰
陽
寮
の
設
置
が
、
天
武
天
皇
の
意
図
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
陰
陽
道
に
習
熟
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
運
命
を
き
り
闘
い

た
の
は
、
天
武
天
皇
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
陰
陽
道
の
律
令
国
家
権
力
に
よ
る
独
占
管
理
の
必
要
性
が
、
痛
感
せ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

四
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、「ノ。
王
座
へ
の
途
を
聞
く
と
と
も
に
、
ま
た
王
座
を
脅
か
す
こ
と
に
も
な
る
陰
陽
道
は
、
律
令
国
家
機
構
と
し
て
の
陰
陽
寮
の
成
立
に
よ
り
、
か

の
蘇
我
民
以
来
の
仏
教
の
場
合
と
間
前
、
天
武
天
皇
の
掌
中
に
把
握
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

終
り
に
、
天
武
天
皇
紀
に
見
ら
れ
る
天
変
災
異
に
つ
い
て
一
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

周
知
の
よ
う
に
、
天
武
紀
に
は
、
四
年
十
一
月
の
「
大
地
動
」
を
始
見
と
し
て
、
五
年
以
降
、

「大皐？一

「
氷
零
」
「
雷
電
」
「
大
水
」
「

大
風
」
「
日
蝕
」
「
琴
星
」

「
流
星
」
の
天
変
災
異
が
、
朱
烏
元
年
す
な
わ
ち
天
武
在
位
の
終
り
ま
で
継
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
記

載
は
、
天
武
天
皇
に
対
す
る
一
方
的
な
政
治
批
判
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
の
天
変
災
異
が
、
支
配
者
に
対
す
る
政
治
批
判
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
め
る
が
、
し
か
し
天
武
紀
に
お
い
て
は
、

多
く
の
災
異
の
記
事
と
並
ん
で
、
祥
瑞
の
記
載
の
多
い
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
祥
瑞
の
初
見
は
、
い
門
野
明
天
皇
七
年
（
六
三
五
）

七
月
条
の
剣
池
に
一
茎
二
花
の
瑞
蓮
が
生
え

た
記
事
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
向
皇
極
元
年
（
六
回
二
）
七
月
条
の
白
雀
、
日
間
三
年
（
六
四
四
）

の
剣
池
の
瑞
蓮
、
岡
白
雑
元
年
（
六
五
O
）

の
白
婚
、
同
斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）

の
白
孤
、
同
天
智
天
皇
六
年
（
六
六
七
）

の
白
鵬
に
つ
い
て
の
六
例
が
、
天
武
紀
以
前
の
祥
瑞
の
記

載
の
す
べ
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
内
ハ
門
向
日
の
三
例
は
、
蘇
我
民
の
祥
瑞
で
あ
っ
て
、
直
接
、
天
皇
側
に
は
関
係
な
く
、
従
っ
て
天
武
天

皇
以
前
に
限
っ
て
い
え
ば
、
孝
徳
・
斉
明
・
天
智
の
三
代
二
十
七
年
間
を
通
じ
て
、
岡
国
同
の
三
例
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
（
こ
の
三
代
二
十

七
年
間
は
、
天
変
災
異
の
記
事
も
、
大
水
二
、
霧
雨
一
、
星
一
、
雷
一
、
地
震
一
の
計
六
例
を
数
え
る
の
み
で
、
そ
の
前
代
八
皇
極
・
野
明
・

推
古
〉
お
よ
び
以
後
八
天
武
〉
と
較
べ
て
、
顕
著
な
差
異
を
示
し
て
い
る
）
。

と
こ
ろ
で
天
武
紀
に
見
え
る
祥
瑞
に
つ
い
て
い
え
ば
、
二
年
三
月
に
白
焼
、
四
年
正
月
に
瑞
鶏
・
白
鷹
・
白
鶏
、
五
年
四
月
に
瑞
鶏
、
六
年

十
一
月
に
赤
鳥
、
七
年
九
月
に
瑞
稲
・
甘
露
、
八
年
十
二
月
に
嘉
禾
、
ま
た
こ
の
年
に
芝
箪
・
瑞
稲
、
九
年
二
月
に
鹿
角
、
同
年
三
月
に
白
亙



鳥
、
つ
づ
い
て
八
月
に
嘉
禾
、
十
年
七
月
に
朱
雀
、

同
年
八
月
に
白
茅
鶏
、

九
月
に
赤
亀
、

十
一
年
八
月
の
三
足
雀
、

十
二
年
正
月
の
三
足

雀
、
十
三
年
十
二
月
の
四
足
鶏
・
十
二
角
積
、

十
四
年
七
月
の
赤
維
と
い
う
よ
う
に
、

連
年
祥
瑞
が
出
現
し
て
い
る
。

孝
徳
天
皇
大
花
六
年
に
、
長
門
国
司
が
白
維
を
献
上
し
、
そ
の
祥
瑞
を
慶
し
て
白
焼
と
改
元
し
た
が
、
そ
の
時
の
詔
に
、

「
聖
王
位
に
出
で

て
天
下
を
治
す
時
に
、
天
則
ち
応
へ
て
其
の
祥
瑞
を
示
す
」
と
あ
る
。
祥
瑞
は
、
政
治
（
王
者
）
批
判
と
し
て
の
天
変
災
異
と
は
逆
の
、
政
治

（
王
者
）
讃
美
の
表
現
で
あ
っ
た
。

大
宝
職
員
令
に
よ
れ
ば
、
治
部
卿
の
所
掌
の
中
に
、

「
祥
瑞
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
儀
制
令
に
は
、
祥
瑞
の
類
別
、
瑞
祥
発
見
の
際

の
上
申
の
手
続
き
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
祥
瑞
は
、
王
者
の
支
配
を
擁
護
・
讃
美
す
る
思
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
天
変
災
異

が
、
政
治
に
お
け
る
危
機
を
代
弁
す
る
役
を
担
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
祥
瑞
は
、
こ
の
危
機
を
解
消
す
る
任
務
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
天
武
紀

を
み
る
と
、
あ
た
か
も
天
変
災
異
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
、
祥
瑞
の
出
現
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
武
天
皇
は
、
陰
陽
と
祥
瑞
の
、
相
い
対
立
す
る
二
つ
の
思
想
、
す
な
わ
ち
政
治
（
王
者
）
に
対
す
る
批
判
と
讃
美
と
の
統
制
者
の
地
位
に

あ
っ
た
。
し
か
も
壬
申
の
乱
は
、
結
果
に
お
い
て
、
こ
の
陰
陽
、
祥
瑞
両
思
想
を
利
用
し
う
る
よ
う
な
対
立
勢
力
を
一
掃
し
た
。
か
く
し
て
陰

陽
寮
や
占
星
台
が
設
け
ら
れ
、
制
度
的
に
も
、
陰
陽
・
祥
瑞
の
二
つ
の
思
組
は
、
天
皇
権
力
に
よ
っ
て
直
接
把
握
せ
ら
れ
る
乙
と
と
な
っ
た
。

天
武
紀
に
見
ら
れ
る
天
変
災
異
の
頻
出
は
、
天
武
天
皇
の
権
力
の
動
揺
・
脆
弱
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
天
変
災
異

を
上
廻
る
祥
瑞
の
出
現
こ
そ
、
祝
福
さ
れ
た
天
武
天
皇
の
地
位
・
権
力
の
強
大
さ
を
象
徴
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
例
を
無
視
し
て
左
・
右
大
臣
を
置
か
ず
、
皇
親
政
治
の
中
心
と
し
て
み
ず
か
ら
政
治
を
執
り
行
っ
た
天
武
天
皇
の
場
合
、
た
と
え
ば
農
耕

の
た
め
の
龍
田
風
神
・
広
瀬
大
忌
神
の
祭
把
の
国
家
的
行
事
佑
、
あ
る
い
は
僧
尼
仏
寺
統
制
の
た
め
の
大
官
大
寺
創
建
、

『
金
光
明
経
』

「仁

王
経
』
講
説
に
よ
る
「
鎖
護
国
家
」
仏
教
の
路
線
決
定
な
ど
の
諸
政
策
と
相
い
並
ぶ
と
こ
ろ
の
、
陰
陽
寮
設
立
に
よ
る
陰
陽
道
の
完
全
掌
握
佑

に
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村

四
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阻

①①註

『
稜
威
言
別
』
巻
十
。

司
懐
風
務
』

③
『
万
葉
集
担
巻
十
九
。

①
拙
稿
「
僧
綱
制
の
成
立
」
に
詳
論
の
予
定
。

結

語

陰
陽
道
が
、
政
治
批
判
の
利
器
で
あ
る
こ
と
は
、
観
勅
の
場
合
に
お
い
て
も
、
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
陰
陽
道
は
し
ば
し

ば
、
政
治
の
危
機
に
結
び
つ
い
た
。

一
十
余
名
が
捕
え
ら
れ
た
が
、

天
武
天
皇
が
死
ん
で
二
ヶ
月
後
の
朱
烏
元
年
（
六
八
六
）
十
月
に
、
大
津
皇
子
の
謀
反
が
発
覚
し
、
大
津
皇
子
を
始
め
、
陰
謀
に
加
わ
っ
た

つ

み

「
朕
れ
加
法
す
る
に
忍
び
ず
、
飛
弾
国
の
伽
藍
に
徒
せ
」
と
の
詔

太
子
に
逆
謀
を
勧
め
た
と
い
う
。
乙

そ
の
一
人
の
新
羅
沙
門
の
行
心
に
対
し
て
、

が
下
さ
れ
た
。
行
心
は
、
「
天
文
ト
盛
」
を
解
し
、

太
子
の
骨
法
が
人
臣
の
相
と
異
な
る
点
を
指
摘
し
、

乙
に
も
陰
陽
道
が
政
治
に
結
び
つ
い
た
具
体
例
が
見
ら
れ
る
。

と
と
ろ
で
文
武
天
皇
の
大
宝
二
年
（
七
O
二
）
四
月
に
、
飛
弾
国
が
神
馬
を
献
じ
た
の
で
、
国
司
や
大
領
な
ど
に
も
禄
を
賜
っ
た
が
、
と
く

に
こ
の
郁

F
獲
た
隆
観
は
、
罪
を
免
じ
て
帰
京
を
許
さ
れ
た
。
陸
観
は
「
流
僧
幸
甚
之
子
」
で
あ
る
、
幸
甚
は
、
か
の
大
津
皇
子
の
事
件
に
関

与
し
て
飛
弾
に
流
さ
れ
た
行
心
で
あ
ろ
う
。
翌
大
宝
三
年
十
月
に
、
陸
観
は
還
俗
し
て
本
姓
を
金
、
名
を
財
と
名
乗
っ
た
が
、
か
れ
は
、

ー「

頗

る
芸
術
に
渉
り
、
兼
て
算
暦
を
知
る
」
と
い
わ
れ
た
。

さ
て
大
宝
元
年
八
月
に
、
勅
に
よ
り
、
恵
耀
・
信
成
・
東
楼
の
三
僧
を
還
俗
し
て
本
姓
に
復
さ
し
め
た
。
恵
耀
は
録
兄
麻
呂
、
信
成
は
高
金

蔵
、
東
楼
は
王
中
文
で
あ
る
。
陰
陽
博
士
鯨
（
録
）
兄
麻
自
は
、
「
周
易
経
及
楳
盤
、
太
一
、
遁
甲
」
な
ど
に
秀
で
、
陰
陽
師
高
金
蔵
、
天
文

博
士
王
中
文
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
太
て
遁
甲
、
天
文
」
な
ど
を
能
く
し
た
。



一
克
明
天
皇
の
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
三
月
に
、
義
法
が
還
俗
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
湾
連
意
枇
登
と
名
の
っ
た
。
「
占
術
を
用
ひ
ひ
が
為
め
な
り
」

と
い
う
理
由
で
あ
る
が
、
そ
の
後
か
れ
は
陰
陽
頭
と
な
り
、
ま
た
陰
陽
道
を
学
生
に
伝
え
た
。

こ
れ
ら
の
僧
の
還
俗
に
つ
い
て
、
従
来
、
そ
の
特
技
研
』
重
用
し
て
還
俗
せ
し
め
た
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
と
共
に
、
次
の
点

も
考
慮
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
学
芸
が
、
主
と
し
て
僧
（
帰
化
僧
・
大
唐
学
問
僧
）
に
よ
っ
て
学
ば
れ
、
伝
え
ら
れ

た
が
、
陰
陽
道
に
お
い
て
も
、
そ
の
権
威
あ
る
伝
習
者
は
、
観
勅
・
僧
畏
以
来
つ
ね
に
僧
で
あ
り
、
天
武
天
皇
の
場
合
は
、
む
し
ろ
例
外
と
す

べ
き
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
天
武
天
皇
に
よ
る
陰
陽
寮
の
設
立
は
、
律
令
国
家
権
力
に
よ
る
陰
陽
道
の
独
占
掌
握
を
意
味
し
た
が
、
し
か
し
、
制
度
的
な
機

構
の
整
備
だ
け
で
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
陰
陽
道
習
熟
者
の
官
人
佑
、
お
よ
び
、
陰
陽
道
関
係
官
人
以
外
の
者
の
陰
陽
道
か
ら

の
隔
離
を
断
行
せ
ず
し
て
は
、
陰
陽
道
の
完
全
掌
握
は
不
充
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
宮
司
と
し
て
の
陰
陽
寮
を
設
立
す
る
と
共
に
、
そ

れ
と
平
行
し
て
、

陰
陽
道
に
造
詣
ふ
か
い
僧
の
宮
人
佑
を
推
進
し
た
の
は
、

当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
種
の
僧
の
選
俗
は
、

だ
か

ら
、
そ
の
技
芸
才
能
を
軍
用
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
よ
り
、
そ
の
技
芸
才
能
を
、
律
令
政
府
に
よ
っ
て
把
握
｜
｜
律
令
政
府
以
外
の
利
用

を
拒
否
ー
ー
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
官
人
と
な
っ
た
還
俗
僧
は
、
官
人
と
し
て
の
規
律
に
服
し
、
従
っ
て
自
己
の
も
つ

陰
陽
道
の
学
問
技
能
を
、
た
だ
律
令
権
力
強
佑
の
方
向
に
お
い
て
の
み
、
用
い
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
陰
陽
道
は
、
律
令
国
家
の
た
め

の
学
問
技
能
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
陰
陽
道
関
係
の
僧
の
還
俗
も
、
乙
の
基
本
線
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
知
識
人
で
あ
る
当
時
の
僧
、
と
く
に
大
唐
学
問
僧
や
帰
佑
僧
が
、
周
易
に
親
し
み
、
陰
陽
道
を
理
解
す
る
の
は
、
不
可
能
で
は
な

か
っ
た
。
従
っ
て
陰
陽
道
の
タ
レ
ン
ト
の
僧
を
、
陰
陽
寮
の
官
人
に
編
入
し
た
だ
け
で
は
、
陰
陽
道
に
附
髄
す
る
根
本
的
な
危
倶
を
除
去
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
知
識
層
・
指
導
者
層
で
あ
る
憎
が
、
政
治
批
判
日
陰
謀
に
ま
き
こ
ま
れ
る
危
険
性
に
つ
い
て
も
、
配
慮
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

四
五
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ノ、

か
く
し
て
、
す
べ
て
の
僧
を
陰
陽
道
か
ら
隔
絶
す
る
と
共
に
、
ま
た
僧
と
民
衆
と
を
分
離
し
て
お
く
必
要
が
、
律
令
政
府
の
首
脳
部
の
考
慮

そ
し
て
こ
の
た
め
の
措
置
が
、
法
的
に
表
現
せ
ら
れ
た
。
僧
尼
令
第
一
条
の
規
定
が
こ
れ
で
あ
る
。

凡
そ
僧
尼
上
玄
象
を
観
て
、
仮
て
究
祥
を
説
き
、
語
国
家
に
及
び
、

に
上
っ
た
。

百
姓
を
妖
惑
し
、

併
せ
て
兵
書
を
習
ひ
読
み
、

人
を
殺
し
、

華F
盗

し
、
及
び
詐
て
聖
道
を
得
た
り
と
称
せ
ら
ば
、
誼
に
法
律
に
依
て
、
官
司
に
付
け
て
罪
を
科
せ
よ
。

僧
尼
令
全
篇
二
十
七
条
の
中
の
境
頭
第
一
条
の
、
し
か
も
、
「
殺
人
好
盗
」
よ
り
重
要
な
禁
制
と
し
て
、
「
観
玄
象
」

「
説
究
祥
」
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
律
令
政
府
の
陰
陽
道
に
対
す
る
関
心
と
危
慎
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。

僧
尼
令
は
、
ま
た
、
「
卜
＝
相
吉
凶
こ
し
、
あ
る
い
は
、

「
来
レ
衆
教
化
、
井
妄
説
－
一
罪
福
こ
く
僧
の
「
還
俗
」
を
規
定
し
て
い
る
が
、
と
に

か
く
陰
陽
道
を
政
治
批
判
に
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
の
、
僧
に
対
す
る
律
令
政
府
の
不
安
と
警
戒
の
念
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
僧
尼
令
の
成
立
は
、
周
知
の
よ
う
に
文
武
天
皇
大
宝
元
年
で
あ
る
が
、
し
か
し
僧
尼
令
の
条
文
の
内
、
大
宝
元
年
以
前
に
成
立
を
見
た
も

の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
陰
陽
道
か
ら
の
僧
の
隔
離
を
規
定
し
た
第
一
条
の
大
網
は
、
天
武
天
皇
の
飛
鳥
浄
御
原
令
に
存
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
乙
の
第
一
条
が
、
律
令
国
家
に
よ
る
陰
陽
道
の
独
占
掌
握
を
意
図
す
る
陰
陽
寮
設
置
と
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は

拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

日
本
に
陰
陽
道
を
移
植
し
た
観
勤
の
時
代
か
ら
、
陰
陽
道
は
「
政
治
」
と
結
合
し
て
い
た
。
否
、
す
で
に
中
国
に
お
い
て
、
陰
陽
道
は
政
治

哲
学
で
あ
っ
た
。
律
令
政
府
は
、
陰
陽
道
に
よ
っ
て
、
自
己
の
権
力
を
強
佑
し
て
来
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
逆
用
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
が

と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
律
令
政
府
は
、
陰
陽
道
を
管
理
す
る
た
め
の
機
構
と
し
て
陰
陽
寮
を
設
置
し
、

図
書
」
や
「
七
曜
暦
・
太
一
雷
公
式
」
の
私
有
や
披
札
制
厳
重
に
取
り
締
る
と
共
に
、
僧
尼
令
に
よ
っ
て
、
陰
陽
道
の
担
い
手
で
あ
る
僧
か

り
、
陰
陽
道
を
遮
断
し
た
の
で
あ
る
。

「
玄
象
器
物
・
天
文



①③②①註

『
懐
風
務
』

神
馬
は
「
瑞
」
と
さ
れ
る
（
『
延
喜
式
』
二
一
）
。

関
晃
「
新
羅
沙
門
行
心
」
（
『
続
日
木
紀
研
究
』
一
の
九
）
O

『
大
日
本
古
文
書
』
二
四
、
五
五
二
頁
以
下
。

な
お
田
中
卓
「
還
俗
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
の
二
一
）
・
同
「
続
、

還
俗
」
（
同
上
、
三
の
二
参
照
。

前
尼
令
第
一
条
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
規
定
が
、
僧
尼
令
の
鹿
本
と
な

っ
た
道
僧
格
に
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
（
秋
月
観
瑛
「
道
僧
格
の

復
旧
に
つ
い
て
」
『
膝
史
』
第
四
輯
）
O

な
お
草
野
靖
氏
か
ら
「
禁

僧
道
ト
笈
制
」
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
（
『
唐
大
詔
令
集
』
巻
一
一

⑤ 

陰
陽
寮
成
立
以
前
（
田
村
）

⑤ 

一一一）
C

一
凡
玄
象
器
物
、
天
文
、
図
書
、
議
書
、
兵
書
、
七
曜
暦
太
一
雷
公

式
、
私
家
不
得
有
、
違
者
徒
一
年
、
」
（
「
職
制
律
」
）
0

「
凡
秘
書
、

玄
象
器
物
、
天
文
図
書
、
不
ν得
ニ
報
出
－
、
観
生
不
レ
得
レ
読
ニ
占
書
一
、

其
仰
観
所
ν見
．
不
レ
得
ニ
漏
池
一
、
若
有
二
徴
祥
宍
異
一
、
陰
陽
寮
奏
：

・
、
」
（
「
雑
令
」
）
。

奈
良
時
代
の
陰
陽
道
に
つ
い
て
は
、
大
畑
正
一
「
天
平
時
代
の
陰
陽

思
想
」
（
司
日
本
歴
史
』
一
一
二
号
）
参
照
。

（
一
九
六
O
、
三
、
三
O
稿）

（
昭
和
三
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
）

⑦ 

四
七
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Before the establishment of On-Myo-ryo (~~~) 

by E. Tamura 

Scholars of On-myo-do (~~:iE!) ( = the way of fortune­

tellers)' were sent to Japanese Court from Kudara (si1f) in the 

begining of the 6th century;- and were in service alternatively. 

But at the begining of the 7th century, as Mi-roku ( l\ii\W) came 

to Japan from Kudara, On-myo-do went beyound the limit of 

the Court, and took upon itself the role of a social thought and 

political critics. 

It is the established theory that the calculating-standard of 

Jin-mu (t!illl:t) Era was set to the 9th year of Empress Sui-ko 

(fli:!f) , and it was also from the clause of this Empress Sui-
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ko in the records of Ni-hon-sho-ki (El:2f\:il=*2) that such natural 

disasters as great raining, great drought, sun eclipse etc. 

appeared concentratedly. 

That is, during about a half-century from Empress Sui-ko 

up-to Emperor Ko-toku, political-critics through these natural 

disasters were thrown against each other between Emperor and 

the So-ga (~~) family. 

Emperor Ten-mu (:;R!ft) , who had learned On-myo-do him­

self, by which he had carved his own fortune, established On­

myo-ryo (~~:lit:) as an official institution, and professional 

scholars engaged in the study of On-myo-do. 

This meant to monopolize On-myo-do in the hand of Ritsu­

ryo (~#) government, which had been apt to be availed of 

by influential groups in the political world, and to refuse its 

abuses by outer-goverment persons. 

These priests who had a deep understanding about On-myo­

do were forced to become laymen again, and posted at On-myo­

ryo as official men. 

At the same time, according to the enforcement of So ni-ryo 

({ifl!B#) , it was banned for all monks and nuns to approach 

the On-myo-ryo. 


	p023
	tamura



